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Ⅱ 自立活動の指導の充実 

◎教科学習を後ろ支えする自立活動の指導内容の充実を図ります。 
①自立活動の指導内容を明らかにし、より実態に即した指導、支援を行う。 

②自立活動と教科の指導内容について必要な整理を行う。 

Ⅰ 教育課程の充実 

◎主体的、対話的で深い学びの視点での授業改善とその評価を教育課程の改善につなげます。 
 ①個別の指導計画の新様式を活用した指導と評価のＰＤＣＡサイクルを確立する。 

②児童生徒の実態に応じた年間指導計画や単元計画表の作成を進める。 

③授業づくりの PDCA サイクルを徹底し、主対深の視点での授業改善を一層推進する。 

Ⅲ 文化・芸術、スポーツ活動の振興 

◎学校卒業後の生涯学習につなげる視点を持った文化・芸術、スポーツ活動を推進します。 
  ①在学中から卒業後につながる活動を見つけるとともに、社会参加の機会の充実を図る 

②文化・芸術、スポーツ活動に授業等で計画的に取り組むとともに、さらなる意欲や主体性 

の向上を目指し校内の機運づくりを行う。 

【強み】 

◆小中高一貫教育 

◆他職種との協働 

◆本・分４校の連携 

◆素直・真面目 

◆地域・関係機関との連携 

【教職員つけたい力】 

◇専門性 

◇学部間協働 

◇学舎連携 

◇柔軟な創造力 

◇エビデンスベース 

児童生徒一人一人の個性と障害の状態に応じた適切な教育を通して、何事

にも主体的に取り組み、他を思いやる心をもって、積極的に社会に参加し、

自分らしい豊かな人生を送ろうとする人間を育成する。 

・生活に役立つ知識・技能の獲得 

・新しいことに対応できる思考力･判断力･表現力の育成 

・ひたむきに学びに向かう力の育成 

学校教育目標 

大切にしたい３つの基本姿勢 

やさしく 

ていねいに

 

しっかりと 

令和２年度に重点とする主な取組 

 「カリキュラムマネジメントによる学校全体の構造や取組の改善・充実」

 

 

－学びをつなぐ学校づくり計画（Ｒ２～4）－ 

 

Ⅳ 働き方改革 

 ◎子どもに向き合う時間、自分自身を高める時間の確保と、一人一人の力が生かせる職場づく

りを進めます。 
   ①効果的、効率的で計画的な業務により、見通しをもった仕事の仕方につなげるなど教職員の

働き方に関する意識改革を行う。 

②本校・分校で共同・協働してできる業務を検討し、各校の教育活動の交流による質の向上 

を図るとともに、業務の効率化を図る。 

 

 

目ざす児童生徒像 

○体 

健康・体力 

○徳 

意欲･協調･協力 

○知  自ら学ぶ 
〇児童生徒が自己実現を達成できる学校 

〇保護者が成長と発達を実感できる教育を行う学校 

〇地域になくてはならない存在として愛される学校 

〇教職員が仕事に誇りをもち、やりがいを感じる学校 

目ざす学校像 

 令和 2 年度 高知若草特別支援学校 学校経営計画 


